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全国からのご支援大変有難うございます



PFOS・PFOAの歴史的動向



全国の河川水及び水道水中の炭素数が
異なる有機フッ素化合物（PFCs）に
ついて測定し、我が国の汚染状況を把
握すること。

1.目的

4Fまで



2. 採水

水道水１４２箇所 河川水98箇所

図1 採水地点



3.分析フロー

図2 分析フロー



4．結果

図3 地域別河川水中の
PFCs汚染濃度

図4 地域別水道水中の
PFCs汚染濃度
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表１ PFCｓ 濃度（ ng/L ）比較（水道/河川水）

注）河川水から0.5ng/L以上検出
されたPFCｓの全国平均値による
比較



5．まとめ
1 全国的汚染分布パターンおよび河川水と水道水の関係

においてPFOSやPFOAと類似していたことから、
PFNAが前二者と同様に以前から製造・使用されてき
たことが示唆された。

2 PFHxAが近畿地方の河川で高濃度で検出されたが、河
川汚染はまだ極めて局地的であり、水道水の原水まで
は汚染されていない可能性が示唆された。

3 河川水中のPFOA、PFOS調査結果は、全国的には2003
年の調査と有意差は無かった。

4 PFHxAは、PFOSやPFOAと同様に、

近い将来に水道水汚染を介して人体

暴露を引き起こすことが予想され、

これらの物質の毒性評価とともに

十分な汚染監視・管理の必要性が

示唆された。

河川サンプリング



ご清聴有難うございました

釜石
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